
河内小学校ニュース  

平成２７年８月２５日(火)  第９号  

今日から２学期  

 ７月１８日(土)から始まった夏休みも昨日で終わり、２学期が始まりました。今年も大

変暑い夏でしたが、水の事故や大きなけがや病気などもなく全員そろって元気に２学期を

迎えることができ、大変うれしく思います。保護者の皆様ありがとうございました。 

 さて、２学期は、学習発表会や持久走大会、陸上交歓会、遠足、三世代交流昔の遊びな

どたくさんの行事があります。行事の意味を考えながら楽しく参加できるようにしていき

たいと考えています。 

  

夏休みの子どもたちのがんばり  

◎逢瀬町子ども球技大会 

 ７月２０日(月)海の日に、逢瀬公民館大ホールにおいて行

われました。逢瀬町内の河内小と多田野小の子どもたちの中

に中学生が入り、小中学生合同のチームを作りドッジボール

の試合を行いました。本校からは男子２チーム、女子１チー

ムが参加しました。子どもたちは日頃の練習の成果を生かし、本校出身の中学生のお兄さ

んお姉さんと一緒に、楽しく参加することができました。当日まで指導をしていただいた

保護者の皆様ありがとうございました。 

 

◎郡山市内水泳競技交歓会 

 ７月２８日(火)、郡山市カルチャーパークのプールで市の

水泳競技交換会が行われました。今年も暑い日が続きプール

で体育の学習や特設の練習ができ、５･６年生１０名が参加

することができました。当日も天候に恵まれ、参加した子ど

もたちはたくさんの観客が見守る中、緊張しながらも自分

のもっている力を十分に発揮することができました。男女

それぞれ１００Ｍリレーから始まり、その後自分の種目に

挑戦し、ほぼ全員がベストの記録を残すことができました。

５年生の大河原柊花さんが女子２５Ｍ背泳ぎ第１組３位、

６年生の渡邉武蔵君が男子２５Ｍ自由形第３組１位に入賞

することができました。 

 

◎鳥取･郡山小学生夏季研修交流事業 

 郡山市が行っている、鳥取･郡山小学生夏季研修交流事業に、６年

生の渡邉武蔵君が参加しました。この事業は、「次代を担う小学生

の交流を促進することで、未来志向の姉妹都市交流を図る」ことを



ねらいとし、鳥取市と本市の小学６年生が、１年ごとに相互訪問し交流事業を行うもので

す。今年度は郡山から鳥取へ訪問する年になっていました。 

 ８月３日(月)朝、郡山駅に集合し出発式を行いました。

郡山市の６年生を代表して市内各校２８名が参加しまし

た。その中で、武蔵君は出発のあいさつを堂々とした態度

で述べることができました。 

 ８月５日の夕方、郡山駅に元気よく帰ってくるまでの２

泊３日を有意義に過ごすことができました。 

 

 

お世話になりました  

◎ＰＴＡバザー 

 ＰＴＡ活動の大きな行事であるＰＴＡバザーが７月

２５日(土)の午後３時より、河内ふれあいセンターで

行われました。保護者の皆様よりたくさんの協賛品の

提供をいただき、また地

域の皆様にも多数お買い上げをいただき、ありがとうござ

いました。保護者の皆様にはたいへん暑い中でしたが、ヤ

キトリを焼いたり、焼きそばを作ったり、協賛品を販売し

たり、ゲームの世話をしたりと大変お世話になりました。 

 おかげさまで大盛況の中、終了することができました。

今年は、学校の耐震補強工事

のため体育館が使えず、河内ふれあいセンターでの開催と

なりました。いつもと違う会場でしたので、準備がたいへ

んだったと思いますが、保護者の皆様のチームワークでス

ムーズに進行することができたことに感謝申し上げます。 

 バザーの途中で、安積甚句の踊りもありました。女の子

の浴衣姿も夏祭りらしい雰囲気を盛り上げていました。 

 

◎プール開放 

 今年も７月２１日(火)より３１日(金)までの６日間、

学校のプール開放を行いました。夏休み前半は、毎日気

温が３５度以上と猛暑日が続きました。学校のプールも

水温が３０度を超える日が続き、子どもたちも楽しくプ

ールで泳いだり水遊びを楽しんだりすることができまし

た。毎回多数の子どもたちがプールを使用していました。 

 暑い中、担当になってプールの監視をしていただいた

保護者の皆様、本当にありがとうございました。 


